
大会名 千葉市少年サッカー大会　４年生以下の部

試合 準決勝　 第１試合

日時

試合会場 千葉市青葉の森陸上競技場

気象状況 天候 晴れ ピッチ状況 天然芝

キックオフ 10時00分

対戦チーム － ＪＳＣ　ＣＨＩＢＡ　Ｑ

試合結果 ０ 前半 ２

１ 後半 ３

戦評

準決勝第１試合はピンクのユニホームＰＨＦＣコルデローザ（以下ＰＨＦＣ）対青のユニホーム

ＪＳＣ　ＣＨＩＢＡ　Ｑ（以下ＪＳＣ ）の戦いとなった。時間は２０分ハーフ

３０°を超える猛暑の中、ＪＳＣのキックオフで試合がスタートした。

最初のチャンスはＪＳＣ、開始１分２番郡司君のパスを受けた３番越後君が反転して相手をかわす

と振り向きざまにシュート、これがゴールネットを揺らし先制すると、勢いに乗ったＪＳＣは３分

ＧＫからのパスに反応した３番越後君がダイレクトシュート。
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ＰＨＦＣコルデローザ

１ ５

ＧＫからのパスに反応した３番越後君がダイレクトシュート。

これもゴールに入り開始３分で、ＪＳＣが２－０とリードする。

９分にはＰＨＦＣ２８番田中君が中央をドリブル突破すると、１９番都築君へラストパス、ダイレ

クトでシュートするもゴールならず。

その後一進一退の攻防が続くも、両チームＤＦの体を張ったプレーで中々シュートを打つことが

できない、１８分には、ＪＳＣ２７番里見君からのスルーパスを２２番渡辺君がシュートするも

ポストを直撃。前半をＪＳＣの２点リードで折り返す。

後半最初のチャンスもＪＳＣ　後半２分３番越後君と２番郡司君がワンツーで突破し２番郡司君が

落ち着いてゴール、ＪＳＣが点差を３点に広げます。対するＰＨＦＣも後半５分に、相手のクリア

ミスをカットした９番田中君が右サイドの７番戸枝君へパス、これを７番戸枝君が決めて１－３と

します。しかし、１２分にＪＳＣ２７番里見君がドリブル突破からＧＫとの１対１を決めると、

１８分にはＪＳＣ２番郡司君最終ラインからドリブルを始めると相手選手をかわし続けそのまま

ゴール前までいき落ち着いてゴール。このまま試合終了ＪＳＣが５－１で勝利し決勝進出を決めた。

開始３分で２得点したＪＳＣの勢いをＰＨＦＣが止めれなかったとという印象だが少ないチャンス

でも得点を上げたＰＨＦＣの底力を感じることもできた。ＪＳＣは自陣からもドリブルする積極性

が見られ８人制導入の効果を感じることができる試合だった。

両者暑い中でも、必死にプレーする姿が印象的な良い試合であった。

記：中央区技術部 長澤　武瑠 （千葉アミカルＳＣ）



大会名 千葉市少年サッカー大会　４年生以下の部

試合 準決勝　 第２試合

日時

試合会場 千葉市青葉の森陸上競技場

気象状況 天候 晴れ ピッチ状況 天然芝

キックオフ 11時00分

対戦チーム －

試合結果 ０ 前半 ０

２ 後半 ０

戦評

準決勝第２試合は、緑色のユニホームＷｉｎｇｓＧ(以下Ｗｉｎｇｓ)対紫色のユニホームの

フロインツの戦いとなった。気温が３０°を超える中、Ｗｉｎｇｓのキックオフで試合が始まった。

最初のチャンスはＷｉｎｇｓ、０分３４番実川君のシュートがポストを直撃、対するフロインツは

ショートコーナーから３９番田村君がシュートを打つもキーパー正面、するとここからＷｉｎｇｓが

猛攻に出る。４分、３１番池端君、５分、３３番伊藤君、７分、３４番実川君と、立て続けにミドル

シュートを打っていくもゴールにはならず、
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Ｗｉｎｇｓ　Ｇ フロインツ

２ ０

シュートを打っていくもゴールにはならず、

すると、１４分フロインツ２２番堀口君もミドルシュート、しかしこれはクロスバーの上に外れる。

１７分には、Ｗｉｎｇｓ５２番渡邉君がセンターサークル付近からミドルシュートを打つもＧＫ正面

Ｗｉｎｇｓがシュート数で圧倒するも点が取れず前半を終了する。

後半もＷｉｎｇｓが遠目からシュートを打つシーンが目立つ中、後半６分Ｗｉｎｇｓ３３番伊藤君の

ＦＫに４５番古川君が飛び出してシュートこれが先制点となる。その後は中盤でボールを奪い合う

シーンが続くが後半１８分前がかりになったフロインツに対して、Ｗｉｎｇｓがカウンター３６番

森岡君のパスに抜け出した４５番古川君が２点目を決める。

そして試合終了、Ｗｉｎｇｓがフロインツに２－０で勝ち決勝進出を決めた。

フロインツは前半激しいプレスでＷｉｎｇｓに得点を与えなかったが、暑さのせいか後半運動量が

落ちてしまった、天候次第では結果は変わっていたかもしれない。

Ｗｉｎｇｓは、積極的にミドルシュートを打っていた。

８人制になりコートが狭くなった影響だと考えると、ドリブルの多かった準決勝第１試合とは違った

８人制サッカーの一面を見る事ができた試合だった。

第１試合同様暑い中走り続ける選手達が印象的な良い試合だった。

記：中央区技術部 長澤　武瑠 （千葉アミカルＳＣ）



大会名 千葉市少年サッカー大会　４年生以下の部

試合 決勝　

日時

試合会場 千葉市青葉の森陸上競技場

気象状況 天候 晴れ ピッチ状況 天然芝

キックオフ 13時00分

対戦チーム －

試合結果 ２ 前半 ４

１ 後半 ７

戦評

３０°を超える猛暑の中、ＪＳＣ ＣＨＩＢＡ Ｑ(以下ＪＳＣ)対ＷｉｎｇｓＧ(以下Ｗｉｎｇｓ)の

決勝戦がＷｉｎｇｓボールでキックオフ、最初のチャンスはＷｉｎｇｓ、開始２分３２番石川君の

スルーパスに反応した４５番古川君がＧＫとの１対１を落ち着いて決め先制すると３分には３２番

石川君がセンターサークル付近からミドルシュート、これもゴールネットを揺らし,開始３分で

Ｗｉｎｇｓが２－０とリードする。さらに１０分には４５番古川君がゴール、１５分にも３４番

実川君がゴールを決めてＷｉｎｇｓが点差を４点に広げる。
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Ｗｉｎｇｓ　Ｇ

３ １１

ＪＳＣ　ＣＨＩＢＡ　Ｑ

実川君がゴールを決めてＷｉｎｇｓが点差を４点に広げる。

このまま前半終了かと思われたアディショナルタイムに、ＪＳＣ２番郡司君がドリブル突破から

ゴールを決めると、さらにＪＳＣ１１番田村君のパスを受けた２番郡司君が再びゴールし、ここで

前半終了。アディショナルタイムにＪＳＣが２点返して２－４で前半を折り返した。

ＪＳＣに勢いがつくと思われた後半だったが、チャンスを作ったのはＷｉｎｇｓ、４５番古川君が

ドリブル突破からゴール、対するＪＳＣも３番越後君がペネルティエリア内で倒されてＰＫを獲得

それを自ら決め３－５とする。

しかし後半８分Ｗｉｎｇｓ５５番湯田君のＦＫが直接決まるとＷｉｎｇｓの勢いは止まらなくなる。

１１分４５番古川君、１４分５５番湯田君、さらに１５分３２番石川君、１８分５５番湯田君が

ゴールし１０－３とするとアディショナルタイムにも４３番山元君が得点し試合終了。

Ｗｉｎｇｓが１１－３で勝利し優勝した。

予想外のスコアとなったがこれが実力差とは考えにくい、２０１４年のブラジルＷ杯でブラジルが

ドイツに１－７で負けたように、リードされた状態で前がかりになるとカウンターで大量失点と

いうのはよくあることだからだ。それが狭いコートでやる８人制なら尚更だろう。

点差が開いてもあきらめずプレーしたＪＳＣの選手達、

時間稼ぎ等をせずアディショナルタイムまで点を取りにいったＷｉｎｇｓの選手達、

暑い中素晴らしいプレーをしてくれた選手達に、賞賛を送りたい。

記：中央区技術部 長澤　武瑠 （千葉アミカルＳＣ）


